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第５章 − 1
青少年の健全な育成

⿇まちぐるみの活動～青少年育成市民会議～
まちの未来を創っていく青少年を

健やかに、みんなで育てていこうと
1969（昭和44）年に発足した守山市青
少年育成市民会議は、学校や子ども会
などの教育グループ、学区のまちづく
り青少年部会などの地域グループ、社

会福祉協議会や老人クラブ連合会など
青少年育成に協力している個人・団体
グループから成る、約100人の評議員
が中心となり、青少年育成大会の開催
やあいさつ運動、安全安心パトロール
などを展開しています。

⿇中学生広場～私の思い～
１９９８（平成１０）年から始まった、中

学生広場～私の思い～は、市内６中学
校の代表生徒が、１３００人を収容する
市民ホール大ホールで日頃からの思い
や意見を発表する大舞台です。
２０１８（平成３０）年の広場では、世相

を反映して命の大切さや自分の個性

などをテーマにした内容が目立ちま
した。
２０１８年からは、市独自の〝もりやま

夢プロジェクト〟高校生英語スピーチ
コンテストも開催されるようになり、
子どもたちがグローバルな視野と流暢
な英語で発表しています。

⿇地域で子どもを育てる～子ども会～
子ども会は1957（昭和32）年に勝部

で生まれ、各地域に広がりました。連
絡調整、相互協力、指導者育成のた
め、1980（昭和55）年に守山市子ども
会連合会ができました。
2018（平成30）年の地域子ども会

は73単位あり、小学生を中心に未就
園児から高校生まで約6000人が活動
し、育成者・指導者など約2300人の

大人がその活動を応援しています。
子ども会では、同じ地域の子どもた

ちが遊びを通して仲間をつくり、さま
ざまな活動をしています。夏休みラジ
オ体操をはじめ、ほとんどの地域で行
われている行事のほか、農作物収穫体
験、伝統行事の手伝いなど地域の特色
をいかした活動が行われています。

⿇青年の社会参画へ～青年団と活動研究会～
守山市青年団は、１町５か村の合併

で各青年団が集結した1957年を結成
元年としています。1000人を超える団
員が意気盛んに活動していましたが、
生活基盤の変化などから徐々に廃れて
いきました。
そこで、市教育委員会は、2005（平

成17）年に守山青年活動研究会を発足
して、青年をはじめ青年団活動経験

者、有識者が青年活動を活発化するた
めの議論や研究をすることにしまし
た。発足の翌年、研究会若手の実践グ
ループが第１回Paddy Volleyball（現
Paddy Festival：田んぼでバレー
ボール）、あわてんぼうのサンタがお
うちにやってきたぁ～（子育て中の家
庭に青年サンタが訪問）を企画・開催
しました。後に実践グループは「もり

▲守山市青少年育成大会

▲ショウガの収穫体験（子ども会行事）

▲もりやま☆こんにちワーク

▲中学生広場

▲川遊び（子ども会行事）
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やま青年団」を立ち上げ、行政や市民
と協力してさまざまな活動をするよう
になりました。市内の子どもたちにい
ろいろな仕事を知ってもらう「もりや

ま☆こんにちワーク」が恒例イベント
に加わり、もりやま青年団の３大イベ
ントとなっています。

⿇心身の成長を促すスカウト運動
守山市では子どもたちが野外活動や

ボランティア活動を通して多くのこと
を学び、心と体を成長させるスカウト
運動が盛んです。1979（昭和54）年に
発足した日本ボーイスカウト滋賀連盟
守山第１団、1974（昭和49）年に発足
したガールスカウト日本連盟滋賀県第
15団があります。
子どもたちはいろいろな学校、年齢

の仲間と関わりながら自立心を養い、
人との関わりや奉仕の心を学んでいま
す。もりやまいちや地球市民の森のつ

どいなどのイベントでは、もりやま青
年団など他団体と協力して活動するこ
ともあります。近江守山ライオンズク
ラブ、守山ロータリークラブ、守山青
年会議所が両団の育成支援をしてい
ます。
緑の少年団はグリーンスカウトとも

いわれ「緑に親しみ、緑を愛し、緑を
守り育てる」活動を通して健全な心身
を育てようとするものです。1989（平
成元）年に発足して、緑や自然を育て
る活動などをしています。

⿇スポーツ少年団
スポーツ少年団は、１９６３（昭和３８）

年に守山町スポーツ少年団として発足
し、１９６９（昭和４４）年に守山町体育協
会に加盟しました。子どもたちは、そ
れぞれ競技種目で錬成するとともに、
全団員が一堂に会するつどいやクリス
マス会などで交流しています。
２０１８（平成３０）年現在は、柔道・空

手・スポーツ拳法・剣道・サッカー・

バレーボール・野球・ソフトボール・
バスケットボールのチームが所属す
る、３０団８７０人という大きな組織にな
りました。指導者は、スポーツを子ど
もの成長につなげるためにたえず勉強
を続けています。

▲スポーツ少年団のつどい

▲ガールスカウトの活動（ハイキング）

▲全国大会出場の子どもたちを激励

▲Paddy�Festival（田んぼでバレーボール）
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第５章 − 2
健やかな市民生活の実現へ

⿇健康福祉・医療の充実ゾーン
市には「すこやか通り」の愛称を持つ

道路があります。その名の通り周辺は
市民の健康と健やかな暮らしを支援す
る、福祉保健センター（すこやかセン
ター）、済生会守山市民病院、県立総

合病院、県立小児保健医療センターな
ど健康福祉・医療の関連施設が集まっ
ています。市民ホールや市民運動公園
など心身を健やかに保つ文化・体育施
設の集まるゾーンに隣接しています。

⿇福祉保健センター（すこやかセンター）

福祉保健センター（すこやかセンター）
は、医療・保健・福祉の中核施設とし
て、１９９３（平成５）年に設置されました。

母子保健・健康づくり・発達支援・
高齢者福祉・介護・障害者福祉など行
政窓口が集約されている他、医師会・
歯科医師会・薬剤師会、社会福祉協議
会・老人クラブ連合会の事務局があり、

地域医療・福祉の拠点として、市民が
安心して暮らし続けることができるまちづく
りの推進に努めています。

核家族化が進み、働く女性が増えてい
る社会背景の中、特に妊娠期から子育
て期まで切れ目ない支援を行う「守山版
ネウボラ」に力を入れています。

⿇健康もりやま21
市は、市民主体の健康づくりを推進

するため、２００３（平成１５）年に健康づ
くり計画である健康もりやま２１を策
定しました。さらに２０１３（平成２５）年
には、子どもから高齢者まで生涯を通
じた健康づくりを重視した、第２次健
康もりやま２１を策定しました。

その基本理念は「生涯を通じた健康
づくりの『わ』で輝く人づくり、地域づ
くり」です。市民ひとりひとりが自分
に合った健康づくりを主体的に進めな
がら、人と人が絆を強め、地域のふれ
あいと健康づくりの「わ」が広がってい
くことを目標にしています。

⿇健康づくりは食卓から
市が主催するすくすく健康相談や赤

ちゃんサロンなどでは、子どもの時か
ら健康意識を持ち規則正しい生活を身
につけることで、未来に向けて健やか
に過ごしてほしいと考えています。
健康づくりの基本となるのは毎日の

食事です。家族や友人と食卓を囲み、
規則正しい栄養バランスの取れた食事
を楽しく摂取する習慣を身につけるた
め、教育委員会は栄養教諭と栄養職員
５人を配置するとともに、市内の小中

学校で「早寝 早起き 朝ごはん」運動を
展開しています。
また、家事や食事が億

お っ

劫
く う

になりがち
な高齢者にも、食事＝楽しいという気
持ちを持ってもらうため、健康推進員
や福祉協力員、民生委員・児童委員な
どが、すこやかセンターや地域で会食
とイベントを組み合わせた、すこやか
サロンを開いています。

▲すこやかまちづくりフォーラム

▲親子料理教室

▲守山版ネウボラ事業�赤ちゃんサロン

▲地域のイベントでラジオ体操

【語句】ネウボラとは？
フィンランド語で “ ネ ウボ
（neuvo）＝アドバイス”、“ラ（la）
＝場所”という意味です。フィンラ
ンドでは、妊娠期から就学まで担
当の保健師が家族の健康を支援し
ています。
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⿇楽しい運動でのびのび
市には自然豊かな都市公園があり、

健康づくりに欠かせない適度な運動
やスポーツをできる環境が整ってい
ます。
夏休みのラジオ体操に大人や高齢者

も参加して世代交流をしたり、小学校
グラウンドを拠点とした地域スポーツ
クラブの活動、学区単位で歩こう会を

主催するなど、地域や住民が主体と
なって運動と仲間づくりを楽しんでい
ます。
介護予防として取り組んでいる守山

百歳体操や守山健康のび体操は、自治
会館等でご近所や仲間同士で実施する
グループが増え、地域に広がってい
ます。

⿇すべての世代が「若い力」を発揮できるまち
高齢者がいつまでも生き生きと活躍

できるよう、市はシルバー人材セン
ター、老人クラブ、市社会福祉協議会
などの関係機関と連携しながら、趣味
を通じた仲間づくりや居場所づくり、
ボランティア活動や就労の場の創出な
ど、支え合いの地域づくりをめざして
います。
塾や習い事、勉強と忙しく、親も仕

事で忙しい現代の子どもたちを支える

ために、市民グループや自治会などに
よる子ども食堂の運営が活発に行われ
ています。中にはアレルギーのある子
どもを対象に医療専門家が主催する子
ども食堂もあります。
このように、健やかな市民生活は年

齢に関わらず、行政や地域の人たちが
支え合あって実現しています。

⿇障害があっても健やかに
２００３（平成１５）年に行政が利用でき

るサービスを決定する措置制度から、
障害のある人の希望に沿って認定する
支援費制度へと移行しました。障害の
ある人は、市内約２０か所の福祉施設

で心身ともに健康的なサービスとサ
ポートを受けています。
市は湖南福祉圏域で連携し、支援体

制の充実をはかっています。障害のあ
る人が地域の中で、自立した生活を送

り、能力を発揮し、すべての人が障害
の有無によって分け隔てなく支え合う
共生社会の実現をめざしています。

▲学校ごとに給食を調理

▲家族そろってよい歯のコンクール

▲楽しい給食の時間（小学校）

▲守山健康のび体操
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第５章 − 3
市民スポーツの広まり

⿇びわこ国体（56国体）を開催
1981（昭和56）年に第36回国民体育

大会（びわこ国体）秋季大会が、「水と
緑にあふれる若さ」をスローガンにし
て開催されました。市では、バレー
ボール（成年男女・少年男子の部）が

市民体育館などで、軟式野球（少年の
部）が市民球場などで熱戦が繰り広げ
られ、その中で、守山クラブが見事３
位に入賞しました。

⿇市内を走った炬
き ょ

火
か

リレー
びわこ国体（56国体）の開催にあた

り、10月10日に炬火リレーが市内を通
過しました。炬火は、歴史的に由緒あ
る地とされる伊吹山頂・油日神社・延
暦寺・竹生島の４か所で採火され、陸
上・湖上をリレーし、12日に滋賀県庁
で一つの火にまとめ、13日に皇子山陸

上競技場（大津市）で行われた総合開会
式でトーチに点火されたのです。
守山市には伊吹の火が、琵琶湖大橋

と野洲川橋から入り分火され、市内７
学区をリレーし、10日に再び市役所で
合火し、翌日に草津市に引き継ぎま
した。

⿇高校総体（54総体）を開催
びわこ国体（56国体）に先立ち1979

（昭和54）年に滋賀県で全国高等学校
総合体育大会（高校総体）が開催され
ました。市では、バレーボール（男子
６人制）が市民体育館をメイン会場に
行われました。全国から54校が出場

し、８月２日～６日の５日間にわたり
熱戦が繰り広げられました。
開会式の前には、守山小学校器楽隊

が歓迎の演奏を、守山高校吹奏楽部が
開会式ファンファーレの演奏を行いま
した。

⿇スポーツ施設の建設・充実
1974（昭和49）年に決定した市民運

動公園計画を受けて、翌年に市内最初
の社会体育施設として農業者トレーニ
ングセンターを建設しました。
市民の要望が高まるなかで、1977

（昭和52）年に市民体育館とスポーツ
広場、３年後には市民球場を整備しま
した。
市民運動公園では、1984（昭和59）

年にソフトボール場を整備し、2011
（平成23）年に市民体育館を改修・増
築、弓道場を併設し、多目的アリーナ
として多様なスポーツを行うことが
できるようになりました。また、2014
（平成26）年に市民球場を改装し、
2017（平成29）年にテニスコート（人
工芝）を整備しました。

⿇野洲川歴史公園サッカー場
2005（平成17）年に野洲川歴史公園 サッカー場（愛称・ビッグレイク）が

▲完成当初の農業者トレーニングセンター

▲熱戦を繰り広げる56国体

▲熱戦を繰り広げる54総体

▲炬火をリレーするランナー

▲併設された弓道場
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オープンしました。ビッグレイクは、
日本サッカー協会および滋賀県の助成
金・補助金を得て、人工芝２面、天然
芝１面のサッカーコートを整備しまし

た。現在、滋賀県サッカー協会の事務
所が置かれ、滋賀県サッカーの拠点施
設となっています

⿇活発になる市民のスポーツ活動

市民大運動会からスポーツカーニバル、スポーツフェスティバルへ

市制施行を記念して、1970（昭和
45）年に市体育協会が中心となり、第
１回市民大運動会を開催しました。
約2000人が参加し、学区対抗でリ
レー・玉入れ・綱引きを競いました。
市制施行５周年にあたり、名称をス
ポーツカーニバルと改めました。2018
（平成30）年からは、スポーツカーニ
バルとびわこ国体（56国体）の翌年か

ら始まった市民スポーツ大会を合わせ
て、スポーツフェスティバルもりやま
を開催するようになりました。ビーチ
ボールやソフトボール、軟式野球の
交流戦を行い、ゴールボールなど10
種目以上の体験ラリーを設けたこと
から、多くの参加者でにぎわってい
ます。

市民歩こう会

市民歩こう会は、参加者の健康を保
ち、互いの親

しん

睦
ぼく

をはかることを目的に
1974（昭和49）年に始まり、2019（令和
元）年で通算170回を超えています。

市・県内各地をはじめ、時には京都府や
奈良県などのコースを決め、日帰りで実
施しています。現在歩く距離は10㎞程
度で、参加者は毎回100人ほどです。

成人式祝賀駅伝大会
1959（昭和34）年から青年団と体育協

会が成人式を祝し駅伝大会を行ってき
ましたが、市制施行を記念して、1971

（昭和46）年に第１回成人式祝賀記念市
内１周駅伝大会を開催しました。第１回
は、青年団の部に９、一般の部に８の計

▲キッズサッカー（ビッグレイク）

▲第１回市民大運動会

▲スポーツフェスティバルもりやま

▲歩こう会　
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17チームが出場しました。午前10時に
市役所前をスタートし、河西・中洲・速
野・玉津・小津を経て、再び市役所に
ゴールするコースでした。７区間、全長
21.5㎞を走るコースで、第１回の結果は
青年団の部は三宅、一般の部は守山高校
陸上競技部が優勝しました。
第34回大会〔2004（平成16）年１月

12日開催〕から、運動公園の周辺を走
る周回コースに変更されました。
現在は、一般Ａ（市内在住もしくは

市内事業所・高等学校に所属）、一般
Ｂ（Ａと同条件で35歳以上で構成）、
中学生、女子、小学生、小学生女子の
6部門で実施されています。

ほたるのまち守山ハーフマラソン大会

市制施行30周年を機に2000（平成
12）年にほたるのまち守山走ろう大会
をステップアップさせ、ほたるのまち
守山ハーフマラソン大会に名称を変更
し、今日に至っています。その第31
回大会は、30周年記念事業のメインイ
ベントとして、ゲストランナーに高橋
尚
な お

子
こ

さん（シドニーオリンピック女子
マラソン優勝、国民栄誉賞を受賞）
を迎えて開催し、大いに盛り上がりま
した。

その後も、有
あ り

森
も り

裕
ゆ う

子
こ

さんや福
ふ く

士
し

加
か

代
よ

子
こ

さんなどオリンピックや世界陸上
に出場し活躍した選手を招待してい
ます。

1998（平成10）年から、毎年12月初
旬の日曜日に佐川急便陸上競技場（現
ＳＧホールディングスグループ健康保
険組合守山陸上競技場）をスタート・
ゴールにして、全国からおよそ1500
人のランナーが集う大会として親しま
れています。

⿇スポーツのビッグイベントに向けて
東京2020オリンピック・パラリン

ピック競技大会に向けて、市が2016（平
成28）年にトルコ共和国のホストタウン
に登録されました。受け入れ種目は、
ゴールボールと視覚障害者柔道です。そ
の選手団が市内で事前合宿を行い、市民
や子どもと交流することになります。両
国の相互理解をはかり、スポーツを通じ

た共生社会の実現が期待されています。
２０２１（令和３）年にはワールドマス

ターズゲームズ関西が開催されます。
市では、軟式野球、ソフトボール、パ
ドルテニスが行われます。

2024（令和６）年に滋賀県で第79回国
民スポーツ大会、第24回全国障害者ス
ポーツ大会が開催されます。市では、国

民スポーツ大会でサッカー（少年男子）、
バレーバール（少年女子）、軟式野球（成
年男子）、ソフトボール（少年女子）が、
全国障害者スポーツ大会でサッカー（知
的障害）が行われます。

▲第３１回　ハーフマラソン大会

▲第50回成人式祝賀駅伝

▲ホストタウン正式決定

▲ゴールボール
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